


■より安全にお使いいただくために

１．お使いいただく前に「本取扱説明書」を十分にお読み下さい。

２．「取扱説明書」は大切に保管して下さい。

３．機器を清掃する場合は、かならず前もってコンセントからプラグを抜いて下さい。

汚れたら液体洗剤やエアゾール洗剤は使用しないで乾いた布でふき取って下さい。

４．弊社製品以外の付属品は、火災・感電・けがの恐れがあるため使用しないで下さい。

５．機器を水の近くに（例えば：浴槽・洗面台・流し台・洗濯機・湿気の多い地下・プールなど）

置いたり、そこで使用したりしないで下さい。

６．不安定なカート・スタンド・机の上に機器を置かないで下さい。

機器が落ちてケガをしたり、機器そのものに損傷をきたしたりすることがあります。

７．電源は日本国内の商用周波数ＡＣ100Ｖ±10％をご使用ください。

８．雷が発生している際や、長期間お使いにならない場合は、雷や送電線からのサージ（＝電流・

電圧の瞬間的な過電流、過電圧）の侵入を避けるため、電源、映像線、その他の接続ケーブルを

外して下さい。

９．コンセントや延長コードに過電流を流さないようにして下さい。火災や感電の恐れがあります。

10．機器ケースを開けて内部の基板に接触させないで下さい。危険な電圧個所に触れることで、

部品がショートして火事や感電につながる恐れがあります。

11．機器をご自分で修理しないで下さい。修理・整備点検は専門のサービスマンに依頼願います。

12．通気口を異物でふさがないでください。温度上昇によって火事につながる恐れがあります。
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13．次のような場合は速やかにプラグをコンセントから抜き、専門のサービスマンにご

相談下さい。

A）電源コード及びプラグが損傷したとき。

B）機器の中に液体をこぼした場合また異物が中に入った場合。

C）機器が、雨や水に濡れた場合。

D）「取扱説明書」にしたがって作動させても正常に動作しない場合。不適切な調整は、機

器に損傷を与えるばかりでなく、機器を正常動作に復元するために専門技術者による長時

間にわたる作業が必要となる可能性があります。

E）機器を落としたり、カバーを損傷したりした場合。

F）機器の性能が著しく変化して、修理が必要になったとき。

14．部品交換が必要になった場合、弊社の指定部品または同等性能部品かどうかを確認

してご使用下さい。指定外の部品をご使用になると火災や感電等の恐れがあります。

15．機器の修理や点検を受けたときは、専門のサービスマンに安全確認をしてもらい、

適切な作動状態にあるか、正常な動作をしているかを確認してもらって下さい。

16．設置は専門のサービスマンに任せ、運用にあたっては法律条令を確認して下さい。

17．仕様書に明示されている動作温度環境内で運用して下さい。

18．ラック内等に設置すると、ラック内の温度は部屋の温度より高くなることがありま

すので、注意して下さい。

19．ラック内に設置する際は、安全に運用するため十分に空気の流れがあることが必要

となります。

20．ラック内に設置した機器の上などに不必要に他の機器などを重ねて置いたりしない

で下さい。

21．備え付け電源への機器の接続の際、過電流保護回路、すでに供給されている電気配

線へ負荷を与えすぎないよう気を付けて下さい。不明な時は機器に表示されている電気容

量を参考にしてください。

22．ラック内に設置された機器は適切にアースがなされていることを確認して下さい。

分岐回路へ直接接続する場合（例：電源ストリップを使用する）を除いては、電源の接続

は特にご注意下さい。
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注意：
●本製品は、監視防犯をはじめさまざまな映像を録画する事を目的とした装置ですが、すべての映像を監
視する事を保障したものではありません。
機器の不具合によって映像が録画されていない場合、弊社および販売店では責任は一切負いません。あら
かじめご了承願います。
●本製品は事故が起きた時の検証の補助として使用することもできますが、法的証拠として効力を保障す
るのもではありません。
●本製品で録画した映像は、場合によっては被撮影者のプライバシー権利を侵害する事があります。映像
を活用する場合は注意してください。撮影した映像に関するプライバシートラブルなどに関しまして弊社
は一切の責任を負いません。
●本製品の記録媒体に使用しておりますハードディスク（ＨＤＤ）は、振動、外的衝撃などの物理的耐久
性、電源の入り切り、停電からの復旧による突入電流などによる電気的耐久性が低く、永久的に使用可能
な媒体ではありません。作動時間が２万時間を超えた頃より書き込みエラーが発生しやすくなり、3万時
間を超えると寿命に至ります。大切な録画データを破損、損失させないためにも機器周辺温度を20℃以
下に保ち、１８，０００時間を目安にＨＤＤを交換することをお勧めいたします。
●ＨＤＤの交換は、販売店もしくは弊社宛ご依頼願います。（有償となります）なお、ＨＤＤの交換や、機
器修理の際、録画済みのＨＤＤのデータは消去させていただきますのであらかじめご了承願います。
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注意
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ライブ表示時モードでのアイコン
ボタンを使って再生する

メニュー
メニューの表示
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録画
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6.
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DDNS
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システム
VIDEO TYPE
Configファイル管理
　（設定値のインポート/エクスポート）
時刻管理
システムID/
　キーボード（入力機器）
使用者
アップグレード
DVRの電源を切る
　（システム電源OFF）
検索（Search）
時間検索
イベント検索
パノラマ
BOOKMARK
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40
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2. 各部名称
2.1.NS-5042HDS　フロントパネル /バックパネル

番号

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

名称

DC 12V

TB

イーサネット

USBポート

VGA

HDMI

AUDIO OUT

CAMERA IN

E-SATA

AUDIO IN

機能

電源アダプターの接続

RS-485通信 (TRX+、TRX-)、センサー入出力

10/100MBまたは1GB LANポート

USBデバイスを1つのポートへ接続

VGA端子接続のポート

HDMI 接続のポート

音声出力装置の接続

カメラ映像を入力するための端子

E-SATAのポート

音声入力装置の接続

①②③④⑤⑧

⑨⑩

⑥⑦

DC 12VVGA ETHERNET

AUDIO IN

AUDIO OUT

C1

C2

C3

C4

CAMERA IN

USB TB
5 6 8 9 1042 3 71

HDMI

TB

1 S1
2 S2
3 S3
4 S4

5
6
7
8

GND

GND
ALARM

9
10

485 +
-

E-SATA

USBデバイスを接続

機能

USBポート

名称

①
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15
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2  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ID： PTZカメラのIDを入力してください。 
■プ ト ル ：PTZカメラのプロトコルを選択してください。 
■ ：PTZカメラのボーレートを選択してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

※この情報はPTZ カメラのマニュアルをご覧ください。(6-1参照)
 
3 プ ッ  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■カメラ： プリセットポジションをセットアップするカメラを選択してください。 
■ペ ジ： 次のページを表示します。 
■ ： 保存されたプリセットをすべてキャンセルします。 
① カメラを選択します。 
② "指定"ボタンを選択します。 
③カメラのPTZ制御画面が表示されます。 
希望するポイントにパン、チルト、ズームイン/アウトを行います。
④画面右下の指定をクリックするか、リモコンのENTERキーを押して保存してください。
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⑤キャンセルするにはマウスで画面上の任意の他の位置をクリックするか、MENUキーを押してください。
設定をキャンセルしたい場合は、消去するチャンネルの削除アイコンをクリックしてください。
”すべてリセット”ボタンをクリックすると、全てのチャンネル値がクリアされます。

◆ の を カ が リ ッ をサ ー している を し くださ  
計 のプ ッ ン チ ン に で  

プ ッ ジションに ジ 名 入  
 
 
5 2  ツア ング

 
 
■カメ ： スキャンポイントを設定するカメラを選択してください。 
■リ ： 別のスキャンリストを作成 
■ リ ： 希望するプリセットポジションを選択 
■すべてクリア： 保存されているすべてのスキャンポイントのキャンセル 
◆注：  スキャンポイントメメニューで、保存存したプリセットトポジシションを使用用してPTZツアールート（スキャンリスト）
を設定定すすることとができます。各カメラにつつき４つのスキャンリストを作成成できます。スキャンリストを設定定すする前
に、PPTTZプロトコルとプリセットトを設定定すする必要要があります。  
最大大44スキャンリストが設定定でき、1スキャンリストは、166プリセットポイントトまでで構成成すすることができます  
例)スキャンポイントが左のように設定されている場合 
■ カメラ1 は、以下のように保存位置に移動します 
■ PTZ04（3秒留まる）>> PTZ12 （3 秒留まる）>> 
   PTZ04（3秒留まる）>> PTZ12 （3 秒留まる）>> 
   PTZ04（3秒留まる）>>...... 
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色合い等を調整します。 

 
 
2   

■使用しません。 
 
3  

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

録画設定、スケジュール、プリレコーディング、ポストレコーディングの設定は、録画メニュー
で行うことができます。
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9999  
ALARM OUT(NO NC) ALARM OFF  
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■サ DDNSサーバーを選択してくだし。本機器は「DDNSCCTV.COM(AUTO）」の使用を推奨します。
  以下①-③は他のDDNSサーバーを使用する場合に選択しますが、「DDNSCCTV.COM(AUTO）」を使用する
場合には入力しません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

① ザ DDNSサーバのアカウントIDを入力してください。 
② スワ DDNSサーバのアカウントのパスワードを入力してください。 
③ DDNSサーバで作成したドメイン（ホスト）名を入力してください。 
注 DDNS る vc m   m の 
い にPCでアクセス アカウン して メ ン ホス ）名 る 。 
接 した 合は ての が正しく入力さ るかどうか し ください。 
ザ ワ し く ワ し くだ  

(ネッ ワ ク 参  
 
■ DDNSサーバーへの接続を確認するにはこのボタンをクリックしてください。 
接続がOKであれば、「DDNS OK」 のステータス情報が表示されます。 
 
52 3 G 
デュアルストリームが有効な場合は、DVRは、解像度、画質、フレームレートの異なる
ネットワークストリームを送信します。
デュアルストリームがOFFに設定されている場合は、DVRは、録画パラメーターで設定された、解像度、
画質、フレームレートによりストリーム送信します。
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◆ ッ ア プグ  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
27  の 源を シス ム 源 ） 

 
 
 
 

「DVRの電源を切る」を選択するとDVRはシャットダウンします。次に背面にある電源スイッチをOFF
にしてください。再起動する場合は、電源スイッチをONにします。

◆ネットワークアップグレードウィンドウで、「ネットワークアップグレード」を選択してください。
①サーバーのIPアドレスとファイル名が正しいかどうか確認してください。
表示された情報が誤っている場合、テキスト入力ダイアログボックスによってサーバーのIPアドレスと
ファイル名を正しく入力しENTERキーを押してください。

※サーバーのIPアドレスとファイル名の情報は、お客様のサプライヤーを介して確認してください。

②「OK」を選択し、ENTERボタンを押してアップグレードを開始してください。
アップグレードが完了するとシステムが自動的に再起動します。
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保 証 書
株式会社NSKは、本製品についてご購入日より本保証書に記載の保証期間を
設けております。
本製品は人命にかかわる医療機器等の用途には使用しないでください。
高い信頼性が求められる用途に使用する場合はシステムの故障等の処置に万全を
期してください。
その場合、その結果に対しての損害賠償責任について弊社は負担いたしません。
本製品付属の取扱説明書などに従った正常な使用状態の下で、万一保障期間内に
故障・不具合が発生した場合、本保障規定に基づき無償修理・交換対応を行います。
ただし、次のような場合には保障期間内であっても有償修理となります。
（修理を依頼される場合の往復の送料はお客様のご負担となります）

1.本保証書がない場合

2.本保証書に、ご購入日・お名前・ご購入代理店の印字等の記入がない場合、
または購入先や購入日が改ざんされている場合
注：太字及び※印の項目は必ず記入願います。

3.取扱上の誤り、または不当な改造や修理を原因とする故障および損傷である場合

4.ご購入後の輸送・移動・移設・落下による故障および損傷

5.火災、地震、落雷、風水害、ガス害、塩害、異常電圧およびそのほかの天変地異など、
外部に原因がある故障および損傷である場

6.他の機器との接続に起因する故障・損傷である場合

■免責事項

●お客様が購入された製品の使用において、録画映像の流出や、
不法行為に基づく損害賠償責任は、弊社では一切責任を負いません。

●お客様および第三者の故意または過失と認められる本製品の
故障・不具合の発生につきましては、弊社では一切責任を負いません。

●製品の使用および不具合の発生によって、二次的に発生した損害
（事業の中断および事業利益の損失、記憶装置の内容の変化・消失、
また建物の現状復帰や取り外し施工についての費用・損失）につきましては、
弊社では一切責任を負いません。

●製品の装着することによりほかの機器に生じた故障・損傷について、
弊社では本製品以外についての修理費等は一切保障いたしません。

※本保証書は日本国内においてのみ有効です。
   This warranty is valid only in japan.

株式会社ＮＳＫ
〒461-0043名古屋市東区大幸1丁目10-15
TEL:052-726-5296 FAX:052-726-5297
電話受付：月～金曜日、9：00～ 12：00

13：00～ 18：00
※祝祭日、弊社指定休業日を除く

弊社HP：http://www.n-sk.jp
お問合せMail：hp@nsk-sec.co.jp

■初期不良交換、修理の手続き

●保証期間発生日より1ヵ月以内の故障に関しては、初期不良交換サービスの
対象となります。

●お客様より初期不良である旨申告していただき、弊社がその申告現象を確認した
場合に限り、初期不良品として新品と交換いたします。
（送料については弊社負担とさせていただきます）
ただし、検査の結果、動作環境や相性を起因とする不具合であった場合には、
初期不良交換サービス対象とはなりません。
また、当サービスをご利用いただくには、お買い上げ商品のすべての付属品が
揃っていることが条件となります。

●弊社では、出張修理あるいは不具合原因の現地調査は行っておりません。

●弊社ではセンドバック（先に修理依頼品または不具合品をお送りいただき、
弊社より修理完了品または初期不良交換品をご返却する）方式でのみ、
対応を行っております。

●修理費用については代理販売店や購入店を通しての対応となります。

製品保証書

※保証期間

製品型番

※製造番号
シリアルNO.

お名前

ご住所

お客様

連絡先

ご購入

代理店様

所在地

ご購入日   年 月 日 より 1年間

NS-5042HDS

■ご注意

●本器の故障・誤作動・不具合・通信不良、停電・落雷などの外的要因、
第三者による妨害行行為などの
要因によって、通信、撮影、録画機会を逃したために生じた経済損失につきましては、
当社は一切その責任を負いかねます。

●通信、録画内容や保持情報漏えい、改ざん、破壊などによる経済的・精神的損害に
つきましては、当社は一切その責任を負いかねます。

●本器のパッケージ等に記載されている機能、性能値は当社試験環境下での
参考測定値であり、お客様環境下での性能を保障するものではありません。
また、バージョンアップ等により予告なく性能が上下することがありす。

●ハードウェア、ソフトウェア（ファームウェア）、外観に関しては将来予告なく
変更されることがあります。

●ソフトウェア（ファームウェア）、更新ファイル公開を通じた修正や機能は、
お客様サービスの一環として随時提供しているものです。
内容や提供時期に関しての保証は一切ありません。

●一般的にインターネットなどの公衆網の利用に際しては、
通信事業者との契約が必要となります。

●通信事業者によっては公衆網に接続可能な端末の台数、機能、回線の使用率
などについて設定を行っている場合がありますので、通信事業者と端末機器の
導入に際して契約内容などをご確認ください。
このため弊社機器はすべての公衆網との接続を保障するものではありません。
通信事業者側の環境においては通信機能を有効にできない場合もありますので
ご了承ください。

●公衆網に関連してDDNSサーバーのサービスを利用できる機器については、
サーバーの臨時メンテナンスや、サーバー設備の障害、やむをえない事情による
サービス提供の停止、などの理由によりサービスを継続的に提供できない場合も
ありますので、あらかじめご了承願います。

●本器を廃棄するときは、地方自治体の条例に従ってください。

●本器及び弊社製品は日本国内での利用可能な製品であるため、
別途定める保証規定は日本国内でのみ有効です。海外での利用はできません。
また、ご利用の際は各地域の法令や政令、ガイドラインなどに従ってください。

■湿気やほこりの多い場所に置かないでください。火災･感電の原因となることがあります。

■本器の通風孔をふさがないでください。
内部に熱がこもり、機器の不良や火災の原因となることがあります。
内蔵の記憶媒体は高温に弱い場合もあるため、適度な換気が必要です。

■３年に一度を目安に内部の清掃や稼働点検を販売店に依頼してください。
なお、内部清掃点検費用については、販売店にご相談ください。

■主に録画装置に使用している記録媒体としてのハードディスクは、永久的に使用可能な
媒体ではありません（消耗品扱いとなります）。
次の留意点踏まえたうえでご使用ください。
●衝撃、振動をあたえないでください。 ●電源の入切りを頻繁に行わないでください。
●推奨環境：周辺温度25℃以下 ●稼働時間18,000時間を超えた場合は交換を
推奨します。
●録画データや運用設定などは必要に応じてバックアップをおこなってください。

■本器の利用に際し、故障や誤動作、不具合などによってデータの消失などの障害が
発生しても、弊社では保証しかねることをあらかじめご了承ください。

■電源は家庭用AC100V（50Hz/60Hz）のコンセント以外で使用しないでください。また、
  タコ足配線はしないでください。火災、感電の原因となります。

■必ず付属のACアダプターを使用してください。

■ACアダプターのコードを傷つけたり、破損させたり加工したりしないでください。
重いものをのせたり、引っ張ったり、無理に曲げたりすると、コードを傷め、火災・感電の
原因となります。

■ぬれた手でACアダプターを抜き差ししないでください。感電の原因となることがあります。

■万一、発熱していたり、煙が出ている、異臭がするなどの異常があるときは使用しないでください。
異常状態のまま使用すると、火災･感電の原因となります。
すぐにACアダプターをコンセントから抜いてください。

■動作環境範囲外で機器をご利用にならないでください。

■本器を改造あるいは、分解しないでください。火災・感電の原因となります。
また、内部には電圧の高い部分があり、感電の恐れがあります。

■長期間使用されないときは、安全のため、ACアダプターをコンセントから抜いておいてください。

■落雷の恐れがある場合は、すみやかに本器を停止させ、コンセントからACアダプターを
抜いてください。（停電時のブレーカーの入切りによる突入電流が原因で機器が故障する
場合があります。

■本器を次のような場所での使用や保管はしないでください。
●直射日光のあたる場所 ●特に高温低温になる場所 ●温度変化の激しい場所
●振動の多い場所 ●油煙、湯気、湿気があたる場所 ●静電気が多く発生する場所
●強い磁気や電磁波が発生する装置（発電機やアンプ）が近くにある場所
●機器の仕様に合わない不安定な場所や、落下の危険がある場所

■本器を移動、移設させる場合は、ACアダプターをコンセントから抜き通電停止の状態に
なってから配線を抜いて下さい。

■金融機器、医療機器や人名に直接または間接的に関わるシステムなど、高い安全性が
要求される用途には使用しないでください。 

注意!

録画機についての注意!




